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答

児
童
相
談
所
の
設
置
に
は
、
一

時
保
護
所
等
の
施
設
整
備
や
運
営
費
に

要
す
る
経
費
な
ど
、
財
源
の
確
保
や
、

児
童
福
祉
司
等
の
専
門
的
な
人
材
の
確

保
の
課
題
が
あ
る
。

　
２
０
１
６
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に

よ
り
、
児
童
虐
待
に
対
す
る
体
制
と
専

門
性
の
強
化
を
図
る
た
め
「
子
ど
も
家

庭
総
合
支
援
拠
点
」
の
設
置
が
促
さ
れ

て
い
る
。
本
市
で
は
、
ま
ず
は
「
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。

　
児
童
相
談
所
の
設
置
は
、
対
応
力
の

強
化
を
十
分
図
る
中
で
、
県
と
連
携
し

検
討
し
て
い
く
。

福
山
市
に
児
童
相
談
所
の

設
置
を

問

国
は
今
回
の
法
改
正
に
伴
い

中
核
市
で
の
児
童
相
談
所
設
置
の
促

進
を
挙
げ
て
い
る
。
県
東
部
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
児
童
虐

待
の
現
状
を
見
た
と
き
、
中
核
市
で

あ
る
福
山
市
と
し
て
児
童
相
談
所
の

設
置
が
望
ま
れ
る
が
、
考
え
は
。

池い
け
が
み上　
文ふ

み

夫お

市
民
連
合

（
75
分
）

障
が
い
者
施
策
の
充
実
を

問

①
音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通

報
が
困
難
な
聴
覚
や
言
語
機
能
に
障

が
い
の
あ
る
方
が
円
滑
に
消
防
へ
通

報
で
き
る
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
の
早
急
な
導
入
を
求
め
る
。

②
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
の

補
助
制
度
創
設
を
国
に
要
望
す
る
こ

と
を
求
め
る
。

河か
わ
む
ら村　
晃ひ

ろ

子こ

日
本
共
産
党

（
75
分
）

答

①
会
話
が
困
難
な
人
の
通
報
手

段
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
そ
の
効
率
的

な
運
用
に
つ
い
て
現
在
協
議
中
で
あ
る
。

②
軽
度
、
中
等
度
の
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
つ
い
て
、
補
装
具
費
の
支
給
制

度
を
充
実
し
て
対
応
す
る
よ
う
、
全
国

市
長
会
に
お
い
て
国
へ
要
望
し
て
い
る
。

③
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
、
か
ん
な
べ
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
整
備
し
て
お
り
、

リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
と
総
合
体
育
館
に
は

今
年
度
中
に
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
も
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

③
集
団
補
聴
装
置
の
公
共
施
設
で
の

整
備
状
況
と
、
拡
充
の
取
り
組
み
は
。

土つ
ち

屋や　
知と

も
の
り紀

日
本
共
産
党

（
75
分
）

エ
フ
ピ
コ
Ｒ
ｉ
Ｍ
の
今
後
は

答

建
築
後
25
年
以
上
が
経
過
し
、

躯
体
や
設
備
の
老
朽
化
か
ら
施
設
の
在

り
方
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
再
生
手

法
に
関
す
る
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
福

山
駅
前
再
生
の
取
り
組
み
と
連
動
し
て

問

当
館
を
取
得
以
後
、
約
１
１

１
億
円
も
の
税
金
を
支
出
し
て
い
る
。

解
体
、
売
却
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

機
能
の
検
討
や
費
用
対
効
果
の
比
較
等

を
行
い
、
今
年
度
中
に
方
向
性
を
出
す
。

学
校
統
廃
合
計
画
は

答

引
き
続
き
、（
仮
称
）
千
年
小

中
一
貫
教
育
校
の
整
備
に
向
け
て
、
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
教
育

委
員
会
の
考
え
を
説
明
し
、
意
見
交
換

を
行
う
中
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

内
海
町
で
（
仮
称
）
千
年
小

中
一
貫
教
育
校
の
住
民
説
明
会
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
反
対
意
見
が
出
さ

れ
た
。
住
民
合
意
の
得
ら
れ
な
い
現

計
画
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
。

平ひ
ら
ま
つ松　
正ま

さ

人と

誠
友
会

（
40
分
）

高
齢
者
福
祉
施
策
は

高
等
学
校
へ
の
出
張
授
業
等
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
備
後
圏
域
の
市
町
や
市

外
の
介
護
職
員
養
成
機
関
と
連
携
し
て

採
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
多
様

な
人
材
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
県
と
協
力
し
て
事
業
者
向
け
の
受
け

入
れ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
と
と
も
に

外
国
人
雇
用
を
め
ざ
す
事
業
者
へ
の
各

種
支
援
策
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

③
認
知
症
の
人
を
地
域
で
支
え
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
認
知
症
の

初
期
対
応
の
大
切
さ
や
、
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
の
周
知
、
啓

発
を
行
う
ほ
か
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の
開

設
と
運
営
の
支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

答

①
就
職
面
談
会
や
介
護
職
未
経

験
者
職
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、  
小 

・ 

中・

問

①
介
護
人
材
の
確
保
策
は
。

②
改
正
出
入
国
管
理
法
に
関
わ
る
外

国
人
介
護
職
員
受
け
入
れ
へ
の
対
応

は
。

③
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
は
地
域

と
ど
う
連
携
す
る
の
か
。


